
I崖3．個人情報保護のポイント馨暮   

1）「なれあい」に注意  
施紋における介護サービス辟供塾敷：l、∈上■宅サーヒスみ規育と界なり、比較的閻錦きオ！た空洞（施   

設和ての関係ですから、軋閲慄と職責の聞で「なれか・」になってしまう危険性があります。  

また、特に入所塵殻においては、利用者はFJ常生活を俄貝；こ重ねこ1ことになるため「上ド閑併＿ に   

折りやすく、その結幣、掴，＼情熱こ対する配膳がぶざなぞ＝こなってし妻うこと∴かないよう汗者が心背   

です。   

2）事業者と従業員（職員）との関係  
雇桐穀紺青に、従業員に対し洞人情確保掛り盟重さについて徹底した隼痔を実施し、守秘轟番長厳   

守－】、ろごいう意識をしっかりもたせることが重曹で‾蓼、1必黎に応して、事業者と従業員個人との聞て   

覚え薯きなと与り取り焚わすことん打勤で享、。  

らちろん、荏築艶ピうしでの情報こりやりとilにもl・分荒をつけ、不要な憎絹のやりとり（ぶしヶぺ   

iノを貪む）■主・阻止‾事るため山配慮と）レ、－ルか必葬でう）   

3）利用者（入所者）との関係  
札喝者にとって施紋は自宅と同様の望刷てすから、礪艮はさまざまな悩J、情熱こかかj：，ることを見   

たり聞いた！けることがありますしあるときには、人間阿侍のもつれが那ノ鮒で展開されたり、また、   

金女琶的な情報を珂にするこ⊂もあるでしょう．しかしサーヒス掛共側（櫓貞）にとっては、このよう   

な酒粕も「職務上知り得た情熱 であt）判ら乗務があることな砲架の鳴確ヒして確認しておかぬは   

なり安け人（   

4）短期の入所施設の場合  
ショート′：こティなどの墳′む、利用者とうしが個人情報を保育する本人てあり、取持する側にもちイ   

ます、、そのため、必要以上山臥し情報が利用責どうしみ会話や番特上に出ないよう、職農の側が留意   

する必弊がありますっ きらにつき軌ゝJ）家族ダーメJに対しても同様ど）配厨が必紫てい㌻．   

5）施設に出入りする取引事業者との関係  
施設内の薫潤け璃、ほとんどノ）楊柳：利用者の個人値鞘があふれてい妻ナ。そこで、甘常的に施設   

に出7・、りする肌引事業者（リネン関澤者や設備関節者など）とも、個人情報のー操t）掛、に関するl契   

約軋や「覚え省き」などむ取り交わ㌻ことが望ましいといえます－〕また∴個人情報に関する香頓首   

ミま、決まった部屋などH外で甘根り救わないような臨場滝心がけるように指導しましょう．  

（2）相手の時間を大切に  
社会人としては寧をしていくウえで、借用を契ったl）、嫌われたりすろ原圏のひとつが、矧紬ニ   

ルーズなことですと．時間は、人間だオいこも平等に与えられた封煮ですから、自分の時間を大神こす   

ることと同様に、相手の噂瀾沌イ湖畔しなければなりません。よって約邦の時間を好守すちク〕はも   

ちろんのこと、約束よりあまり早く惑きすぎることb相手に連番をかけることになってしまいま‾I∴   

一般的に、約栄の5分くらい紳こ着くよう′しゝがけまナゥ  

また、やむを煎ず掛れそうなときにほ、必ず事前に連絡することか必紫てすtそ紆場合、遅潮力   

慢由と、新たな到眉予想時剖を伝えるようにすることも大切て寸。  

（3）スケジュール管理はメモと確認を  
J、聞は由一丁覚えていても、忘れてしまうこともよくあります√約火したことば、そ山内蕃や相手、   

必要であれi．潤奇聞もメモをとる習慣々つけましょ／う′ また、メモこt）内掛二不安が凍ったり メモそ   

のものを萎れたりした塀育は、恥ずカ・しからずに確認♂）漣絡を先■与に1、れることも七ちりです。ら【上  

っとした勇気が、そのあと引責瀬を集わザに済むニヒにつながります、 

（4）電話は相手の都合を考えて  
時間を大切にするということiま、電話力紬ごじわしも一たにもあてiよまりますハ受け手わ仲拉■らすろ   

と、覗話は何J〉耐蝕れもなくかかってくるため、場合に上・二∫ては仕事ご）邪魔になることもありますて   

ぶ互いの晴間与大切にするた．わにも、電話での紹は運動こ、一句苔は明脾かつ関村に、しカ・し畝解を   

生まないLtう苫儀は明瞭に、を心がけることが塵輩です。こちらからかける飼育、あらかじめ話す  

内容を整理し、メモをとっておくと簡潔に話せます   

3）「身だしなみj は清潔に、「姿勢」はシヤキツと  

（1）舅だしなみの重要さ  
よく t人を身なりで判断してはいけないj と針、ますが、J、と会ったとき、まず言草を莞d）す前   

に最初に日につくのは’身なり」「身だしなみ，でサぐ したがって、身なりの善し愚しが相手の  

印泉を大きく左打㌻ることになります，．  

社会人としての身だしなみの蕃L慈しくよ、「清澤封 と ▼仕事に合っているか＿で判断されるとい   

ってもいいでしょう．簿奏ではなく、機能性と清潔さを考えた身だしなみを心がけわ甘な】圭せ人〉  

（2）ます濁潔か帯－  

まず乳爪、舅性の場合はヒデの清潔さを心がけますユ頭異烏刊■くさくか－か、フケが出ていな   

いか、寝・ぐせは直っているか、相手に不快感を与えるぐらい伸びていないかなどに笑をつけますし   

また、周りに・ノンプン臭うような整髪料の使いすぎにも注意ミ′ましょう小爪が長いのも不潔に掛二   

るものですし、マニキュアやネイルアートは任那）間は控えたはうがよいと指萌しましまう♭また、   

人と話すとさ、よく柴に乎をもっていくなどといりた癖のある人がいますが、これも感じよく魁わ   

れません。特級だから、と奇人の判断に任せるので；まなく、しっかりと指導しましょう  

（3）腺叢にも清潔暦を  
よくー身だしなみ」と「おしゃれ」を同じように＝らえている人がいますが、「おし、冒ノオu は自；†   

自身て好きに着飾ることを指す告常に対し、鳩だしなみ は繕‾】Lる相手に不快感を与えないよぅに   

する身なりをいいます。流行の最先端を足るま■うなファッションごはなく、は寧の内容や周り明年   

況に合わせた、涌滞で人に好感をもたれる服黄を心がけたいもん′）‾ご寸ぐ特に洋服のシミや際・袖L」   

（り汚れ、汚れた靴などほ相手ミニ不快感を与え．時にiよそん’ノ小‘り、紆や仕笥のてき′5てきないまで判  

断されてしまうことがありま‾rJ）で注意が必要てす＝  

（4）シヤキツとした姿勢で  
相手の領一印穀に大きく鞍層すろこととして「立ち層緑ろ寒い」もありよす。背筋がシヤキンと   

した正しい凝掛よ、それだけで七生よいq唖を与えま‾事／曹萌を伸ばす、指先をそろえる 日綿を   

まケすぐに慄1、星元を安定させる、なとに黙をつけ、立った燭台・座った場合1歩く場合なと、  

それぞれの黎勢にも気を配る習慣をつけるようにします．  
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4．コミュニケーションをよりよくとるために   
介讃という仕事のなかで、最も大町て・、しかも超しいのが「相手とめコミュニケーションをうまくとる  

ことj てはないでしょうか，   

訓舗生がこれから介護の現場で実践的に針、ていくためにほ、このコミュニケーションの能力闇欠かせ  

ません。実際に胎等していくうえで、コミュ∴ニケーションをよ富）ょくとるための理論とポイントをしっか  

りと理解すること払とても盟要なことです． 

l蓼1．人の心を知り伝えるための理論義義   

1）コミュニケーションの畢磋を知る  
払たちは、相手び）登場に窪って・考え行動すれは、たいていの対人関係はうまくいくことを経舞上知   

っています。しかし現実に紀、痍勃ていた！）、忙しかったり、時にはイチイラしていたI】タ1らため、   

ついか・′となってしまうことも少なくありません。そのため、心ならずら相手を傷つけてしまったり、   

溶くすると．せっかく築いた相手との信頼関係を頓してしまうこともあります⊂  

自分の気持ちを伝え、却ってもらい、わかってもらうためには、それなりの礫謝が必票です。この   

ような問健に深い関心を示し、人間の・Llと行動の分析を適－ハ 対人阿係のしくみについて学問的に体   

系化したのが、アメリカの澗軋な斬医エリック・バーンによる 上弦流分析」です。  

基礎を知ってl・れば、対人問孫において何か問題が起こっても、そめ連帯から再度考えてみること   

が可能となります。   

2）心の状態に応じて接し方を変える  
パーンは、∴人の人間の心の中には、3つの異なる 心の状態」があると考え、それを r自我状態j   

と呼んでいます一この3つの自我状態がどうなっているのかを知り、どうしたらスムーズなつきあいが   

できるかということを考えることが、r宍海分帆の基本です。r交番分析lとは、「人の心の成り立ちj   

を細り、その心の状常によって自分の模しJIJを臨機応変に変えていく、つまりコミュニケーションを   

円滑にするための理論なのです。   

（1）庇筐・番笥の「観の自我状態j  

そJ）うちの1つは‘観の自我状軌で㌻ぅ親の気持ちといってもよいでしノよう。l批判的な軌 と   

「保筏的な軌の2つに分けられ、「批判的な乳 とは、瀕固なお父さんのように厳格で規律や遺徳を  

重んじますp反対に「保旨蔓的な軌 とは、償いlお母さんの．ょうに他人に対する憩いやりの感情を  

示します。私たらを育ててくれた閑談が、あるいは両親に代わり私たちを育ててくれた人が、私た  

ちの心の申に住み続けて「ああしなさい、ニう【一なさいJと屁差引一たり、1針奪している部分です。  

（2）猟訊こ判断するー成人の自我状態j  

2■つめはl成人の自我状態jつまヤ大ノ、の気持らです，職性的・客観的に均等せ判服し、状況に応  

じて適切に対極する部分です。冷静に判断する部分といってもよいでしょうく．  

（3）非合理的・空想的な「子どもの自稔状願」  
3つめかl子どもの自我状敷 てす〔子ピもぴノように本能的・衝動的、感情的な気持ちで、非含嘲  

的で空憩的な部分でサ∴自由な子ども」ヒ 順応の子どら」の2つに鋸ナられ、「自由なチビもjほ、  

まるて元気な甥の▲す一のように’†三まれたままの自然な掛こ近いかたちでふるまいます。・・方、順応クニ〉  

子どむ1は素直な女成子のように両親や大人に職応しとうとしまデ。私たちの中の■少年・少女」  

の，l：うな訃分で▼rシ  

このように、私たちはだれでも自分の心り中に「親」∴成んj・rヂ・どもjのような■取持ちを桝せ縛  

っていますご  

l畿2．3つのやりとり撃】   

1）相手の「自我状態」を見抜く  
韻患をもって接しているつもりでも、なぜか気持ち√ノよいやりとりができないこきもあります、、「あ   

の人は頑な人だから」√私とはウマが合わない」そんなふうに感じるときもあるでしょう√では、なぜ   

このようなすれ速いが起こるのでしょうか）  

払たちの心の中には、酎議のように「軌 r成人」「了・とも．」の3つの鳩払状敷がありますか、こ   

んなときに姥、自力の巾のどの自我状簸と、相手の中のどの自我状態とがやりとりしているのかを考   

えてみることが大切です¢   

2）満足できるやりとり  
下図妄ま「お体をふきましょうか】「はい、お腰tりノますj というなにげない会話ですが、2人の投げ   

かけの向きが並行になっています。話しか壬ナた人の期待した自我状簡が、きちんと相手抄答えに登場   

してくれたので、満足感が得られている（7）てす。  

つまり・職艮のAさんは、利用者のRさんが脳応の仁子ども」という自我で素直に答えてくれることを   

期待して話しかけ、法泉、Bさんはその斯持とおを＝こ迄覇をしたのですそ 

これは、スムーズなコミュニケーションの例です。話しかけられたほうは気相ら‘たく封応できます   

し、麗しかけたほうはわか・コてもらえたという気持ちになれるので、その後の金箱の流れが憑くなる   

こと払まずありません。  

こ司  
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l謹3．人と人とのふれあい琵‡   

1）相手の3つの心の状態に話しかける  
こちらの建．いキ伝えたいこきに、梅子が身がまえていたり、こちらを非難するような機将をとった   

！）して、やりとりがなかなかうまくいかず、l当る揚台があります． 

そんなときにとても勃畢があるのが、瑠手J）3つれL、の状乳に話しカ・けるやりごりで㌻、これを【3   

つの約を射るやIlとれ一といいますて．  

≡：1つの的を射るやりとり」とは、相手の：〕つの心の状博すペてに同かケて票を放つように語りかけを   

す芯ことですく 
まず箪1の失ヾこれiま、はめたり労をわぎらうなとして優しく飴I】ヵ■け、相手の、・ナともの自我状態】   

こ二刀して「あなたク〕存在を謎ゼ）ていますよJというメご′セージをi至ることです乞  

璃苧は「う＝ども」山賀持ちか≠lらげられぞ．ため、防袖的になご一㌘）をやめてくれるは‾・rで’1■7  

そして、御2¢）朱で、瑚半の】保派的な親」を誘い出すよう：l二働きかけま▼「（すなわち、私は・・・生懸   

命なのであなたの力を博してください、と相手の「保妓的な軌 を誘い出すtうに働きかけます1そ   

うす・5と、相才1が攻撃的になるのをやめるユうになります、  

照嶺が常：うの失で、第卜 肇2の柴によってエネルギーが生まった用字わ「成人パこ働きかけ、自分の   

欲しているここを相手にイ云えます。  

たとえば．次のような詑↓かけ釣しかたです）  

Aさん（む’施設技、毎日遅くまて大変ですれ．お疲れめところ、たいへん悪路なんでナが‥J  

人さん 咤）’ぜひ雅紀長のよごカをお貸しいただきたいんで「rJ  

Åさん せ「今度ぶ世話するここになったÅさんについて、椙掛このっていただきたいのてすが  

二C′ぅように話しかけ、於終酌には 成人」ピうしでやりごりができぞ）ような会粍を前もって考えて   

おき、親慮をも＝′て抜うれば，きっと軌－を通しさせることができ・らはずです、  

機具  利用者  
Aさん  Bさん  

3）かみ合わないやりとり   
・・・▲・方、 百囲のように、会話の短げかけの向   

きが交差したやりとりは rカ・入合わか－やり   

とP＿ ですら斯闇した自我状態とけ逢う白須   

状態が相手の香えのなかに出てさて、しかも   

それが試しかけたんの別の自掛状態に答えて   

いる棚倉でデ．）  

これは、利用者のeさんが、㌻牛乳はあまり   

好きでほないんです」と職員のAさ人に【成  

1、」どうしの受話をしようと結しかけたこ－〉に、   

rそんなこと言っ■rいると体力がつきません   

よl．と「甜制約な詞」から頭ごなしに宵わ   

れ、子ども扱いされてしまった例で「r、  

こういうやりとりをしてtlるときは、Bさ   

ん¢）はうに、もうこの人とは話したくないご   

いう感情が華撃ってしまい、懸くする上∴ ここ   

でコミュニケーンヨンがストップしてしまい   

ます．   

4）隠されたやりとり  
また、右図のように、露している霹紫t7ノ裟   

に捲されたメッセーソが戊・つて、柏手そ一指さ   

れたメッセージのほうに習えているやりとり   

をl隠されたやりとりlといいま▼す ここて  

（よ同時に2つの自我状態て託されています‘一  

円を挙げると、   

利用者′lお水を挿ブてきてくださいj   

沌っと面倒をみてください）   

職員．「そんなに飲むと体によくないですよ′  

（忙しい／し′たから、こっちの身にもな・．てよ）   

というはうなやりこりて㌻し  
」l二√）巾い会話は我ど析1で、†、当C）気   

持ちtま（ ）の中のほうなプ）てクー．  

くジ【子どもj に座しさを与える  

穏潤むち層い出す  
㊥個人」ぞ、自分の欲していることを告げる   

2）心の栄養分がないと生きていけない   
今までの人生を振り返ってみると、孔たちは、赤ん坊ジ）ころから今日に吏るまで、ずっと親や周り  

J）人々の温かい発憤を受けて酉ってきたことご軌－ます。私たちが璧けた愛憎まま、   

【そこにいで．へ－んだよ」  

′ぁなたがいてくれてうれしい＿  

そんな自分の「啓在」を謎媒てくれるメ、ノセージだ・ブたのではないでしょうか′）  

だれしも自分の滞在を繹めてはしいこ煎っています．そして日々それが確紀てきるl・う、人力・らほ  
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（2）利用層から自分勝手と思われることを言われたとき  

わがままであってはならないと思っていても、ついわがままになってしまうのが人間です：もち  

ろん、わがままなことばかり言われたのでは仕事になりません。しかし、わがままの底にあるよい  

コミニl、ニケーションへのあこがれや望みは見通して∈まならないでしょうっ その気持ちを汲みつつ、   

いかにしてスマートに1コがままを制L】二し、信照関係を深めるかを実践のなぉ・から尊びとってもらい  

ましょう。  

（3）相手かコミュニケーションをとろうとしないとき  

コミュニケーションをとろうとしない利用者はしばしばいます。そういう利和者に対しては∴ 患  
えてコミこI．ニケーションをとらなくても仕堵さえ果たせばよいではないか。そう考える人もいるか  

もしれません。しかし、充実したよい介韓を行うためには、基本的なコミュニケーションの構築は   

ほとんど絶対条件ともいえます。だからこそ、介護する利用者とどのようにコミュニケーションを  

とるかは大きな問膚とな！）ます。コミコ．ニケーソ≡ンの法貨さをしつかりと輔弼してもらいましょ  

∴・・   

3）トラブル時のコミュニケーション  
（1）利用者に原因があると思われるとき  

利昭常に蝶凶があると思われるトラブルほけつこう多いでしょうぐ しかし、利用者に原因がある   

からといって、利用者を好めてもトラプノレは解決しません。トラプ′ルの底にある農の原因を揮り出  

し、その対応、を丁寧に行うことが、や巧より先に行わねばならぬことです。具体例を弄しつつ、適切  

な対応例をわカ・りやすく説明しましょう。  

（2）介琵する劃lこ原因かあると思われるとき  

介護する側に原因があると思われるとき、まず大啓なのほ失敗を認め制ることです。その次が、   

失敬をフォローするための対応餅〃実施で▼す＝まかり間遠っても、失敗を降したり、削、駅に終始   

することがないようにしなければなりません．：そのような態度で（ょ それ以後のコミュニケーショ  

ンにも審訝i響を与えてしまいます．突放したときのフォローの，スキップを、あらかじめレニ′かりと  

学んでおいてもらいましょう。  

（3）どちらに原因があるともいえないとき  
原因がどららにあるかわからないけれど、トラブルになることもありますぅ そのようなとき、避  

けなけれはならないのは犯人探しで「rr．何よ亨）優先されるのは、†、ラブクレの倭の混乱した状況を早   

期に群衆に復l円させることてす誉 また、トラブルを再発させないたかこも背憬や状況の把掛ま欠か   

せません。よ勘当がわから射、ときのトラプフレ対処法についても、過去の具体例を挙げるなどしてき  

ちんと説明しましょうn  

（4）突然の事榔こあったとき  

橋桁者は身体横能が衰えていることが多いですから、何かを勝としたり、何かにつまずくことけ   

よくありま寸。さらにその先に火や鋭利な物などがあると、非常に危険な寧故につながります．そ   

のよう査とき、とう対処するか、そもそもそうした事塵を招かないためにiま何が必粟かを率前にき  

らんと燵解きせましよう．，  

（5〉 日ごろから訴えている症状が出たと書  

利用者が高給の場合∴持凋のない人はほとんどいません甘楽を何機頼も飲んでいる人．奇遇病蘭  

に通っている人などは珍しくありません。介捜するにあたって、利用者のこうした情報はとても里   

葬なチ・エツクポイントです。日ころから利用者の様子を注意深く観察していれば、何かあったとき   

にも冷静に対称できます。そのかちに必費な知菰はしつかりと習得させておきましょう。  

められたり、感謝された－）、親しくしてもらったりすることを里人でいます。人が健やかに′収畏Lて   

いくためには、体の栄添分だけではなく、；心♂）栄蓉分」がどうしても必襲になります、、  

交流分所では、心q）栄漑分をr宵定附スいコーク」と呼んています。反対に、非ガや無視をするこ   

とlよ「否定的ストロークJといいますも   

「ストローク」きま、肌のふれあいの「肉体的ストU－ク」、心のふれあいのー心理的ストローク上 そ   

して r君寵によるストローク」の：三つに分けることもできますっ吉葉に山さなくても、r心確約ストロ   

ーク」や「肉体的ストロークlで、心の紫雲舟は十分に与えることができます。  

心の申に「心の紫老身が入った熱があると仮定してみてくたさいゥ心の栄提分をたくきんもらっ   

ている人は、蟄の中がいっぱいなので1也人にもどんどん栄費分をプレ▲ピントできよす。しかし、その   

碩に少ししか入っていない人注、他人にまであげることi土でき鼓せんりそこで、人とふれあうことが   

なくて寂しい思いをしている人には、まず「ストローク」をたくさん投げかけて、心の嚢をいつぱい   

にしてあけょしよう、  
お年寄りの申こ主ょ、神潅が過敏になっていて、ささいなことを「否産的ストローク」と感じてしま   

う人もいることでし．ょうく さきくれだった心をなだめるためにも、心g撼を満たしてかナることが必   

ぎ’■＿・√  

よって、私たちが毎日を幸せに心豊かに過ごすためには、いつもお互いに栄養分を交換し合い．心   

の壷を潤たしてぶくことが大切だといえるでしょう。  

Iさ4．介護現場におけるコミュニケーションのポイント葦l   

l）介護シーン別のコミュニケーション   
（り食事時のコミュニケーション  

利用者が楽しく食瑠できるのほ、それだけですばらしいことです・楽しく食べてもらうことが、  

介護者にとって利用者の余事の介助㊧する際の最も大切な仕率なのです．ノその原則を苦れずに、利  

用者の好き報いや栄糞に考題したメニューづくり、楽しく食べられるような食ヰの痴出、食べやす  

い摂村ノ）切り方や食器の二1二大、粥理法や料埋の話を基に会話を広げるなど、‡：夫のしどころはたく  

さんあ！）ます。   

（2）入浴時のコミュニケーション  

多くの利用者は入浴を好みます。入浴することで体は温まるし、気持ちもリラックスするからて  

しよう．しかし．利用者にとっては澤村Rをノ挽いだり誤たりするだけでも一苦労です〔洗い場や清憎  

が滑りやすい点に注意しながら、快適にお風呂を発しんてもらうにはとうしたらよいかをレ＝一か－）  

と指導しまLユう。   

（3）排泄時のコミュニケーション  
ん間にとって排泄は、呼吸と同様の馳1吋に欠かせぬ行為といえまサっ それだけに盤廃な行為なの  

ですが、排泄に鴇なぜか羞恥心がつきまとい、何かあってら後回しにしたり隠したりしがちです。  

刊悶着の多くは薦鰍こよIl排泄機能が栄えていくため、そそうなどのトラブルになることも珍しく  

ありません。そめうえ、ま恥心が災いしてか対兄二がニじれることがままあります．そのようなトラ  

プJレにどのように対処するかな稚かく指導します。   

2）相手の気持ちを潟つけないためのコミュニケーション   
（り厳しさを過剰に示されたとき  

他人に親切にされればラれしいと感じるのはだれも同じでデリ感謝の気持ちを具体的に示そうと  

考え行動しようとするのも同じでしょう色閉息はその行動が過熱こなったときです。高儒者比得て  

してそうした行動に陥りがらです。それはなぜなのか、どうしたらそうした東沖らを尊敬しつつ斬  

ることができるのかを′具体的な饉絶救などを交えつつ説明しますシ  

：鞘  

■●l  
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5．OJTについて  

nJl、によって現場での生きた技能・技術を訓練生に習得させることで、実践的な能力を願えた人材の腎  

成・硝保か可能cなります．01Tを賽施すろ際、どのよっ七人か指導するえ一によって、そ～つ成果iよ√七きく  

輿な！）ます。指導者としてみ心構えを十分に理解レ∴ 適切な指導々Hいましょう1  

1竃1．OJTとは藍暮  

0」11とほ、〇】j r症」し心′1、】・。は＝」Ⅰ⊥お〔rノ略で、捌きなカ′′ら技術や丸】鼠を習得Lてfノーちうこいう職業指導′〃漂  

のノブですご   
計一次世界大戦時にノ、手不足こり摘船明で、新人⊥巨を急きと衆宵する必要に迫らj乙た、現場監督れチャ  

ー－－′レズ・R′ア●レンが、歓帝学者ノ、几バ十トの5投階乳控法 rr儒、楳示、比較、総緒、広明l1キ掛こ考賽  

した′ノl段階職業指潟法i、や▲つて．撃せる・説明サる・やらせてみる・細修拍準）に由井：するとされていま‾仁   

おおむねJllドのト）なス・丁∵′フで軍籍されます  

（iノ新人を配置二安心して行うことっ訓練生が仕事に閲し、事前に何を軋って、－ろかを茸針＼るこヒノ被ら  

に学習に粁事’る興味をもたせること∩適切な持ち場を誓えること、一   

昔作業をしてみせる‥富も患輝く、根気よ】∴訳明し、見せ、図示し、そして野間する。キーポイントを   

強調することゥl度に1点すつ、は－ノきりと完全に教えること予 しかし、彼らえこマスターできる限度  

を超えてはならないく   
甘効果を確認する 彼ら目身に仕事をやらせてみる。被らに睨欒Hさせキからやらせること 彼らにキー  

ポイント名僧附させ、乗除にその舐分を示させてみるここ。こちらカ・ら雲間し、IE解ろ・希わヱここ㌦  

彼らが理解したと判断てきるまで、掛ナること．   

甘フォローする′彼らに、何も一擬閏などが生じた阻だれに矧閏t．ノたらよいのかの判赦をさせろ 頻繁  

にチェックするここ。槙拙僧に質問すご－よう促すこと 彼ら白月にそ♂）進歩に応じたキー守イントを  

見つけさせるニヒっ特別指導や直接ノノフォローアップをだんだん滅一ゝ〉していくこと  

暮珪2，OJTにおける指導者とは撃‡   

（il実践塑人材養成システム首級のた蜜〉J）地域モデル事卦こおける（川、Lり訓凍担当者¢〉条件としては＼簑   

1に介穫描址士の汐格を宥していること、濁2に老練施設での実務縫取が3判ニユ上あることですが、粕  

淵者としての突指絶版を問うてはいませんっ  
というのも、金台健がOJllというシステムをJRりノ、れ、人材を確保して育成するという試カをするノ）  

は、これが初めてて、その意味では会見が指導者として初心者であるからです。  

したがって訓潮紺勘当老来、有資格者〟）先輩として、引離）事業の恩義やOJ′1、、0ドFJl一のカリキュラ  

ムをよく理解したウえで訓練生と接してくだされば、それ」JLヒ望むものはありません√   

たとえば、訓練生は自動申の教習でいうなら仮免許を取ったはかミ）で、教習所C伸しか到らないわけ  

です．教習所の叫では、交通違反をする串岡もなければ、飛び漉してくる子とももいません7偽ろか  

らバソシンクしてくる危ないトラゝソ．クなども、もらろんt・ませ′し  

しかし、川Tは現場て▼事∴ 自動車教習ていうところの公道を席るわけてすれ 訓練担当者は、運転免紆  

を所持して日ノr∋軍転をなりわいとするドライバーとして、交通逮反をしそうな車両や、ゴ1ごもか飛び  

旧しそうな鉛地を抑棟主に鮎ザ、みずから（一）綻準：て「こ二；ユノレ一手招まなきゃまザいぞ－Jこ思っ  

たら、ブレーキを暗んであげオとばよいの？すご 白々が一i．だんしてtlる二と、実践していることキャリ  

キュラムに沿って1つずつアドバイスしてあければよいの‘こ・㌻ノ．  

訓練生Fノ質問に即附こ【許えられなくとも、決して恥■t■ほありまセん。わカーらないことはき与んと嗣へ  

て、また、尊門将に珊いたはうかいいことくi噂門将に とうしてもわからなけれは施左管長に教えても  

ら・．・ましょう予 そもそも毛鯉施設；よイ・－ムケアが基本なノンてオーから、OJ′「ちイーム指導てす1  

（望′りJ了、において訓礫生を直接担当し．訓拝呈のl議ふや戦伸二兄・え、訓練生が′「ぎ那）現場‘7やりがいをも  

って働いていこうという筑に羊せぞ，のが、をモギ）し事業に孟；ける指導者てあ■乙と考えます。  

篭義3．養成施設職員の心構え転t   

l）温かい職土芸環頒を準備  

老練施設は創設期も・ら現任まて∴多くの先駆的な試みで介頚髄灘制牒儲優に欝与してきましたr′な   

かでもlチーームナ‾r」（7）班哨は、ケアサーヒス王∫三周で仁）具通の鮒虎こして蛍け止めら県、入掛欒検討   

会試、サーヒスflほ者会議からフγ∵アラン策定・＼とつながぎノ、個別性を椅まえたケアサーヒスを多穐   

稚協働で操供すろ大きな力になりました）  

今後さらに逆行するわが国の樋荷離け会において、宅建施設に課せ・‾フれた役割はますます簡穿てす   

そして、それらの役割を実際に形にするのiよ職員一入∴hとテJでみり、ケアサーヒスを担う看護・介護   

臆し7）椒門性ご連携がチームケアわ大きなヰ主±・，、えます、  

私たち名港施l没は、す【、護購と野茂礁が互いによき′て－トナーノごあi）、どらら（り峨穐も刊用苗の生活   

機能を支はし、そC人らしい生活を実肝，、るうえて／・こかせな・ご、存在であると理解していまサ  

本事業で迎え入れる訓練′仁は、介韓のフUをめざす大切な仲間てサリ希望と ∵緒に不安もいっばい   

－Pあろう訓戒生を、職員全員で麦ザ心を込めて迎え入れまし．Lノ）。先準か率先してあいさつを冥わす   

温かい職場環鳩を準備する＝とが、改現施設職員の心構えの第 てす   

2）訓練生の位置づけを明確にし、全職員で共通理解  
訓練生壬よ実習生でもアドワンティアでもな、く、働く仲間として′「講こり巌撃を字ひよす。一定切開は専   

門の碓綬でや習をしますが、その間ち糾蹄施設に滴を置く立掛こ変わりはありません、＝私たらほ訓練   

榊導者を中心に、訓練生の専門施龍での学習状汽ほ把捉し、 周した援助をすることが必要’r㌻）  

そこで訓貌ノLの位置づけ即日確にして、入職時には直接の配属先だけでなく施設全体に訓群生を紹   

介するなとして、訓疎生の骨狂を免職邑にアピー几してください～訓練指導者任せにしない、大勢の   

優しいまなぎしで別様生をヂ㌢こることを全職麿て共通の朝顔と守るここが、弟ニルL、構えです．   

3）前向きな取り組みでケア水準の向上に生かす  
だれもが通過してきた‡新人時代 の気持ちを凱、起こしながら、本革業で迎え入れる訓鋪生を含   

め、新人取組を待てるよい機会として取り組むことで、新人教曹プログラムぐ）充実強化につながりま  

す  
イ「割安卸㍗発祥のサービス提供が職員間で紆】▲されていか、ことて、訓練生への飴尊が異なろ堪面   

が1仁じるかもLれま亡んか、それは施観にご・：1て；ユ、職員間♂）討議を深ノ卓てケア水準を高める絶好プ）   

機会でもありまナ。懐なろこと」が＝ブないのでiJなく、L紋拠のない自己流」でほ頑潤力がないこ   

とに訓練生を通じて隠艮が気づき、てこニエ‾ハレなどの見酎ノにつなげぞ・ことができま‾・仁」珊向きな軍   

勢こそ、毅も風祝したい俄農の心潤えてす．  
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6．OJTの目的、実施、評価の考え方  

I11．OJTの目的1l  

OJ′rの概略は、すでに述べたとおりですが、現燐では常に利〔門番が満足できる介護サーlごスが求められ  

ています。利用者が滞足できるようなケアサービスを提供するには．磯貝各々がケアの技術を向上させて  

いくことが必視ですか、そのためには何といつても現場でのケ7の体敬を通して利用者から学び、そ♂）体  

験を蓄積していぺことが基本となりますで特に、初かこ介譲の現場で働く訓練生にとっては、当人がへ7レ  

バーの箪格、もしくさよ介護粛礼士の資格をもっ‾こいたとしても，瞥招の筍無と利用計が瀾足するサービス  

提供ができることとは遽うのです4   

0，ITでは、訓練生が㌻巻健施設を利用する一人こ乙ごりカ利朴霹そオ1ぞれに歴史があを）、生活があり、そ  

れは決してパターン化できない卓′のだj こいうことを哩解し、どうすれば、または、ど・ういった場面て座  

学や済習によって得た知識や技循が榔こゝ）二つのかを碓記し、期待される職員とし‾〔研探していく打法を清  

浄していくことに大きな目的がありますぐ   

そしてできれば、釧群生がOJ′「を其施するなかで・リ、前ノつ職員として介綾サービスが揖供できるように  

なるだけでな・く、介護職がどれだけやりがいのある仕事か．協力して動くことがいかにすばらしいかを実  

感してもらえたならば、OJ′rの目的は速成されたといえるでし．；、う 

1鍾2．OJT実施施設の姿勢逗l  

今回、OJTに参加する訓櫻生は、2級・、－レキーの資格を取得していま′rか、主に新卒者であるか、介渡  

紆即射こは掬わっていない人たちでナ。   

OJTを実施する施乾からすると、率直にいえば、訓練生受けノ、れに対する負担は重く、わずらわしいこ  

とも事実です。しかしその反面、自施設におけるケアの取り窮みを見直すチャンスでもあり、†教えてや  

る」という姿勢よりも、むしろ施設の特徴や施設を取り巻く地域を組付しながら「ともに考える」套勢で  

鴎むことが肝蒙にな号）ます。   

さらに、訓諌担当者だけでなくOJ■1、を通じて、職長と訓練生の交流の機会を設けて、訓腐生からOJl■を  

受けてみてわかりづらい点や、業務の質問を受けることにより自推設のケアの岡上に生かせるよう心がけ  

ることが大切です．   

まさに、「教えること」ほ「学ぶこと」であi）、施設側があまりに緊張した姿劉で臨むと、必然的に訓練  

生に影響を及ばしかねず、OJl、の苅果があがらないこともあ†l得るので、十分に儲落する一色儲かあ！lます。  

暮着3．はじめが肝心組  

訓練生のなかには、介護 ほ′るいiま福祉と言い換えてもtたtlかもしれません）と，－う規掛こあこがれ  

【少しでも早く、意欲的に多くのものを学びたいj と過度に別持する人がいます。訓練生は、ホームヘル  

パー2級の筆楯を取得する際に究課した採草と河習によって、部分的に刊荊や技循を習得しています。そ  

こで勉強してきたこと、演習で陣取してきたことをじJTで謎諾したい、あるいi．ま、吏だ教わったことのな  

い′シヤI勺啓やケア技術を習得したいという軌符が大きいのでナ。そかいった訓群生には、はやる賃持ちに  

難癖を示しつつち、りJ′l’を実施している間、利用者にとっては訓練生が柁供するサービスは一考して†た過な  

ものではなtlということを理解してもらい、一つひとつ稼実にステップを踏みながら学ぶよう指導すべき  

です 

また、なかには残念ながら、rとりあえず漂精が取れればいいJとか「アルバイトの嘩長で＿ と考える  

訓練生もいるかもしれません。   

このようなことから、・1月の兼1運筆（：）」1開始時において、く：け1－の目的、老練施設の埋念、研鰭施設とし  

ての考え、また、訓練生のマ十一について、しつかりと説明しておくことが大切です。  

l聾4．OjTは日常業務が前提彗l  

訓錐生を受け入れることにな‘5と、施設側はとかく現業からかけ軋れた、理想的な内鰭を盛r）込みがち  

てすぐ特に聴食を翫明しているときは、こうした傾向が強くなりがちですが、めぎゃペき哩念と行ってい  

る〔1常兼務が違うことは、現場において珍い、ことではありません。地域の事情であるとか、兢族の特別  

な掛値とか、そういつた細かなことをきちんと説明することもOJTの大切な要素です。   

ただし、人見配置が欠けていたり、事績きを摘まない身体拘棄をすることがないよう、基準に従った施  

改選嘗を行ってもらわなければならないことほ、習うまでもありません。   

OJTは、日常行われている発揮のなかから技術や知識せ休符することであり、日常行われていないこと  

が〔‖′1一に組み込まれること腋あひまセ′し。  

豪謹5．OJTの評価畿l   

（〕n、の評価は次／ゝも〝ジの評価票で行いますが、箕質的に介捜老人保錐施設介絶技循（；の段階は、OJ’rの  

仕上げめ段階てあり、逐次、傾鰯評価を実施し、訓練生が自己評価を事、る際、敢偲でも員がつけられるよ  
う指導します¢ また，実際の評価でやむ役得1rC評価をしなければならないケースでは きちんと迫指導  

し日揮仰ができるよう訓練生とともにけ■rを行うぺきです。   

欄々わ評価は、あくまで現壌に入って5カ月の新人に対する評価であることを念頭に置き、評価雫の作  

成上饗しい衣現もありますが、訓練担当者の観察による評価であることを十分に考暮しましょう。   

ただ、訓練生ル資質として介護磯．既に向かない、また、施設磯農としてなじまないという判断であれば、  

C評価をサることもやむを得ないこととします∩  
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l璧6．評価票牒】  

瞳頼遂行のための基本的能力 ご一蹴補遂行のための基準」ごとに、該当する榔こ（’ノを記載）   

A：常にできている B：大体できている C二評価しない r評価を行わなかったJj縫合は／′（糾繊）でC欄を消す  

技能・精紡に閥する能力  

1）凝串耶掌項  ミ「鞄稚遂行のための染筆．ごとに、技塾する餞に‾、′を記銘 

A：勘こできている B：大体できている C：辞職しない’詳磁を行わなかったj場合は′・■■欄闇りでC掬を消す  

職 横 道 fT の た め の 鎚 準  総力ユニット  

■ 轍 遂 行 の た め の 碁 揮  
鎗カユニット                       A  8  C  A  8  C  

帽    娘行など奄蛙守している   

自らの犠豪富  ■く鸞障と取錮                    こ 譲・勤労嶋を楕                定刻前に剥離している                   羊無稽示・命令の内客を埋崩して縫っている   
ち書耀に取り沌                描や凱＼を持って 馴ノ組んでいる  む厳力）                lただけるよう仕事に取り組んでいる   

斉住鉱く社層の  
一員としての自 薫を持 

って主体  となく 決められた手嶋どおり仕事を峯めている  
‾ついて、他   人に責任を押し付けヂ自分で受け止めている  

的に欄Hか臣遂門 丁る鍍力）  手がけている仕事に全力で取り摘んでいも   
さわしい身だしなみを保っている  

ビジネスマナー ：円≠に職聴を  ‾封し 8薫的な挨拶モきちんと朽っている  

マナーの良い対  遂行丁るために  応 
モ行う敵方  

コミュニケーシヨ  舌・坤ヰ・相絞jをしている  

ン（遇切な自己  立てて相手  
表現・双方向の  Ⅵな留廉や書  鼠遣い 若戴で依縞悼蘭闇消していも  
g思薫週を図る  艦  本的なビジネス・マナーを英日していもー  合える人間朋係を條離しているも  
能力）  事上支障がないよう、必事な関係モ†攣っている，   

の忙しそうな人の仕事を手伝っている 
調性を発∬して  、仲間と仕事や役割を分1卓して協同でむり組んでいる‘  

考えながら チームプレーをIラっている・  

チームワーク（協  なる何帝でぁっても、協力して仕事奇速めている 

雛力）                         ・             （5  して薫嬉指導や仕事のノウハウ提供をしている。  チャレンジ慮詳 （行動力・菓行力 を発揮して■耀 を運行する純力）  「           Ⅷ  ように、作   蒼のエ夫や改■に取り組んでいる・                諸相ほれる前に行動に移している                 よいと思ったことはどんど   るく             柑    未鱈犠の仕事や出しい仕事   自ら申し出ている  f5    ため、録略取得や自己啓発などに取り組んでいる。   
M  Ⅶ  寸して 完成までの見通しを立てて とりかかつている               きには、手妬や必筆なことを浅い出している  

て解雇を発見し  鎗を行った内省  櫓再温点捜して さらによいものにしている   考える力（向上 心・昔求心を持つ                                                         ながら■株を迷 汚する鍍九                 対しても、蕨囲をつぎとめ、再チャレンジしている 生したときに、解決するための対応をとっている▼   

r事務・リービス系登楼】  
く寧朔・サービス  
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A：常にで妻ている B：大体できている C：評価しない ■評価を行わなかった」場合は／〈糾紺 でC償を消す  A：常にで幸ている 8：大体できている C：評価しない「抒価を行わなかった」嶋合は／（斜線）でC桐を消す  

■ 覇 連 行 の た め の 墓 準  自己秤価j企賞辞頭  の た め の 蔓 導  せカユニット  能力ユニット  

i2）     絶できる。   補助作欄  

曙♯溝蝋の  
凍  利用竜の私物を適切に讐狸できも  

1せ  
㈲  利用者の私物汚れ物を適切にせうことがて着る    補助作1  
ミ6〉  壌糞や繊丈に障害がある方と適切にコ三ユニケーションがとれる。  脚俸賞   

q鮭と自立支  

揮の視点で  
行う介践  瀧  撃知症  ケアを堰擁した介囁がで苦る  牒導作1   

ヰ犠作▲   i臨釣な介撃               都  音楽原液、国雄法等のプログラムに参加するも      謡  
ヰ■巾t  を行ううえで  

の舎縫等への  

参加  彿  介璽著の牒痛を予拓丁る介さがで苦ろ。    打率悸暮  
（5）  介慣従妹に携わりながら適切な蜘収集がで舌る。  標準悸纂   
／■1〉  棒勧捧助員を適切に扱うことがでぎる．  ■勤惰簸  

【技術系戦機】  
日繁の豪鳶に封よ丁る法ぬ又は一塊机鎚柑虻ついて書に旦狐疑をもって取り組んでいる 

，  郡1el  

濠守  技術書情理の                                                      正当な壌由なく■稀上知り得た榔密を他に1ゥしたり、濾用したりしない。  抑一帖1             湖   自分のt鳶や■門分野に朗躍丁る巧手閂∬に朗心をもち、日ごろから叫耳趨を馬めている，  釦三18l               準  
H   自らの書門分8における描術的間馴こついて、それらの研究又l‡出発によって  節㌍町          もたらされる地域社食や生き活動への影ゼを捻乱している               喩  托縞分野の填機首又は法的な時事間8I‾ついて自らの仕事に凹■っけて瞳解している  m佃  
抑  安全・項蟻の観点から鮎の■尭・社計に求ぁられさ必実堆掛モ獲翳している，  払t¢1   

廿  自分の 安全指針に 泊った 纂耀遂行              四  自社及び雨風部門の安全規程やマニュアル（不文律を含む）を正礪に把止し、  奴仰． 議毒√j          これを凛守している。               】く2）  榔婁や裏燥糟■竜璧丑整頓丁るなと 島峨を彿発する宇田の尊去毛行っている               （3〉  白身の舶扶層を把難し、文理に半株を抱え込むことなく、どこ蚤ででぞてい  耶－el≦          るか倭上司に報告・ま鑓・相鉄していも。   
（2j  自身の作成したスケジコー鳩をもとに、叢蕎のロス・ムタの戦と輔去奄行っている。  抑鳩1㌻  

瑚  社内・謬円内の定められたスケジュールに沿うて＃精を椎1している  狐祀1j  
蔦葛針■の 作成と虚無の  
追求         の判断を碍ながら渾やかな糞寸応を行っている。                 自己の儀康管理に九をだるとともに 

、体調不良等の離には無捜することなく上  ∋拇う1C†≡          にモの中島している 
珂肯。  

∃（6】   僻しい知韻や強訴の吸収に努め、積極的に情報収集を行っているr   拙t  

川  自部門の集線プロセスの拝錮や杓劃分担を把捜している。  ∋））3t引i  西條輝門との  
‡く2！   仕事の濃め方に慮駄な痛がある場合には、モのま手鼻拷を止めることなく、叫  軒別封   

連携によるt                   瀧の遅行          係割こ欝叩して校何点を解決したうえで兼凝を遂行している                他さ椚の仕事内容を壕解したうえで 

、質問や勤瞥を求められた牡に一書快く紀応している色  

（組繹・コメント）   

2）専門的事項 （′囁福運行のための基準Jごとに、該当する《削こ・こ・を記載）（評価豊壌の出所 

A：常にできている B：大体できている C：評価しない ㌻評価を行わなかった」場合は／ミ餉繕）でC欄を瀬す  

t 絵 遂 行 の た め の 呈 坤  能力ユニット  
・■l  

【預椛・技術に関する推力1  
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7．段階別指導点  

暮逸1，標準カリキュラムの位置づけ蓋蕃  

今回のモデJレ夢兼では、事業主が「実践望人材党戚ンステム」美好に搾して、厚生劣膨大臣認定を空け  

るのに壱、要な「劉l紳の実施計画」を「実践型人椚竣成システムカリキエフム」として全書練絹究坑で作成  

しました．．もちろん、こiIt！ユ奇掌華所が個別にカリキュラムを作成して事業中綿することを妨げるものて  

はあr′ませんか、このモアーしむリキュラムは軍楽認定基準を溜たしたうえ、逓鞘租日で個々の事華所の状  

況に合わせて週間計画に反映させた使用が可能てす。   

なお、「実践望ん君賛成システム」を実施する串業主ヘル支援描菌とLて、rキャリア形成促進助成金．  

がありますで具体的にiま、青学薬所管轄の．隠用・能力開発棟構センター開陳の十キャリア形成助成む鋭礁  

会！に参加のうえ、所‡巨の手続きをとることになります。制塵上可能な限ギ姐‘・つばいJ）助成金を登ける  

にu一 週間計l面の記載にあたt）助成金対語外との誤解キ荘了く、上うな表現をしない′とう拝懲が必夢てデ．  

掴2．訓練方法瑞l  

導入：目的を伝えて習博するための準備をさせること（   

指示‘作業を説明する。苫粟で説明するだけてな∴ 実際にやってみせ′こ。   

適用■繰り返してやらせてみる、、   

評価 教えた結果をみて、補習、潜乳  

上記のポイントを意識して、各段階における蔑サ、見ず、補助的汁溌、削虫ハ・淳、振り返ー）の時間、記  

録等を効果的な週間計面にして組み込みます．  

1海3．段階別指導点のポイント義‡   

1）第1段階…第1適  
地穀内訓練唱二＼時期として、訓練呈の不′だを聴t）隙き、実習指調音を中′山：職員とlリ良好な関倖を   

一ノくることハ 見学、説Rり、話し古いなごが車いこなろ・巳健健吉受グノ概要を埋解し、那掛＼の基4二姿勢   

を確立する、  
釧乱生か介推さ右る杯詳（介遁され仰臥）をすミ∫二とによ一て、Ⅲ用音グ）側に白身を経き、感じ   

る機会を視けるのち見l粟的である。   

2）第2段階‥・第2～4遇  
コミュニケーション関係が比較的可舷な利用者とのふれあいを通じて、巧ノ利間者の理解、②／「獲の   

理念・役割、念介護機農の基本的な役割、せ初歩的な日常生別害沌∫∴ を速成評鬼ヒする√辞意将鳩を   

濫える者菰や、基礎的な面接介護を鉢験する．－  

3）第3段階…第5－7週  
刊用者の個性にく労った二介護内番が心華であることと、一期温する価値観 ‾尊厳と自た支揺j √ノ軋ちを   

埋解すろこと左・課題とする。   

4）舅4段階…第8～10遇  
認知癒の判明者ヘリノ介護を含めた位鮫牒凝とともに、カンプ？レンスや会議へブノ参加機会を設けるリ   

5）弟5段階‥■第11～13週  
他職級とかチームケアであることを意識させ、介護サービス套穀へ丑阻解を深めるまとめみ段階こ   

向けていく   

6）第6段階‥・第14週  
靡粟のまと亘）を行う二 介護帰とし’rの亘酎王と白兎を番識づけろため、指導者㍑カリキュラムでC・指   

導を全般的に操り起り、哩意、彗J我、技簡を総括して評価‾iしる，  

I藩4．第1段階：介護老人保健施設介護技術1（第1過）紺  

●時間数  

、ミ5時間  

●到達日揮  

・老鯉施滋宣1勘顕を把偏し訓練へわ義本革勢を確言寸る。  

●課題  

・実践型／、村民成システムレ）概望ぎ紺1り  

・騒是道心Tノ哩令、概馨誠即  

・栴導宥と山村耐  

・串務声儲き  
・施設眉吾  
、訓練中グハL、構え  

■ 丁・経い字源、感染予防の基本理解と空行  

・報告、連絡、相談の法要性仁）難解と実行  

・日用者nlE】の生活を知る  

・介退職員レ〉1「lの業務を知る  

・職員が多職穣で栴成さ丸ていることを知る  
イ「獲職、ち倫嘲と守秘鶉務を芳拍車デる  
・介≡尊の基本原則を一里解すご－  

●移動・リハビリ  

リハlごり′む隕】ニを見守する  

リハビリ専門職が行う各種個別訓練の横丁を見学する・見学開始前に、必ず訓輝生を紹介して  

利鞘計の了解を得ること。祐介ほ職員に続き，訓練生がみすわ■ら行うように促すこご～各埠爾毛・  

潤しノて、利用者中心の姿勢と訓練生の主体的参加を働きかける配慮が必要であろ。  

，移動補助用具に触れる  

施設にあぞ′リハ！ごり茫き僻、紳助用尽に触れてみる1それらそ使用してのリノ、どりを見学すご一っ  

また、訓練与．が二壁際に使用してみろ  
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●レクリエーション・集団リハ  

・見学する  

・訓妹生わ再思カブセクセムに努如し、自己紹介する  

行事やレクリエーションが、日常生活活性化やり′、ピソ兢款の動機づけにいかに常勤であぶか  

を灘解する。魔穀で準備している多様なレクや集相リヘのプログラムとその意義を職解する．そ  

のなかで個別り′、と楽団リハの遠いと特徴を理財するい  

●記録  

，1日を振り返り、記録すろ  

・海軍職員が適時貞操し、才呂導する  

訓練期間の全授階において、r振り返りと紀軌 は大切てあるィ「振り返りlでは、1■かっ美こ  

とも失敗したことも両方をみることが必要。楷尊者は 訓練生がみずから（よ気づい－こいないかち  

しれないそれらのことを、時には指摘し、ヒントを出してみること．また、発雷の嗣宣自身の考  

えをまとめる意味でも、紀錬することは牒牒であり、訓練生を育てる、ことになる。善くことが苦  

手な訓練生に㍑、一度に多くを求めろことなく、達成感をもてるように、看けたことを励ましな  

がら指導サるり′チ秘詫務、個人情報等の記録に関する法令を知り、注意事項とする。  

●訓練方法  

・指蒋音や先登成熟と終日業務を共にrr・る  

・指導者や先輩撤廃し7）兼務を見学する   

・‾介渾され体軌 他事介助を空ける、おむつをつけて紺き世など）  

・捉－7送りの時間を必ずもつ  

てきるだけ多く利用者の請を聴く  
・以トのことを記録‘き－る   

i望5．崇2段階：介護老人保健施設介劉支術2（第2～4過）要一   

●時間数  

105時間  

●到達白襟  

・繚幾礫洩を整える磨耗を哩崩して取り組める  

・遊離的な直技介護を体験し、説明できる  

●採艶   

・環糞喋焼を渦動こ整えるのに必要な知謀、技碓の習得  

・掃除道具や醗酵蟻等の既用方法の習得  
・リネン交換方法の習得  
・温度、海床等を快適に管現する  

▼利用者の私物帯粗方法の習得  

・⊥和銅者の私物汚れ物の扱いの習得   

・手洗い乎脛、感鵜予防の基本実行   

・聴覚や視覚に障首をもつ利用者への留意点を知り．コミュニケーションをとる  

・拶軌咋助の様子を見学する  
移動介助といってもさまぎまな方法を邁iRしていること、その理由を考えるレ訓練室での様子  

と生活媛軒Fの移動方法、介助について、利用者と介演歌貞の動きを見ながら気ついた点を挙げ  

て・e  

●栄褒と農事   

・老保施設で担供している政争について知る  

計夢掛煎の様子を見るフまた、食事の榛東軋鼠や形穀、陵辱食器、自力摂取の様子、介断つ状  

況、雰囲気など、訓棟生が感じたことを話し合う。哺下の困難な利用者への配風 習ろうの利用  
者の魚群など、通常の様子を見たうえで、話し合う）   

・磯村管理、羽埋、曹群立を執る   
、長巾琴防止について知る  

尉併の見学をする．粥埋職員の練旗菅確、良材管埋、徹袈皆確から、虎中脊を発生させないと  

いう強い者志、等門取とLての貨車を理解する．献立にぉい■rの配慮、栄養ケア？ネジメント、  

食事費兵舎等の活動盾介から、キームでのケアを埋弔する。また、手洗1、の軍輩件を礫解する 

・配嬬などを暴手取する  

食草の種類、摂取状況を配膳や下瀬を‾I■‘ることで臆諾す㌫∴紬級生が配膳鼓りをしないよウに  

見守る。  

●排泄   

・排准の噴璽性を知る  
削絆先にとって他者の排泄物に触れることは、大きなチャレンジてあろうと推測する3 しかし、   

排泄がいかに人間にとって大挙なのかを、文化的、心理的、科学的に理解することで、排泄を人  

間の前の鉦とLて理解できる。   

・老饉雅紀でジノ排泄ケアの理念を哩解する  

心身鶴能に琶三等することが多い排泄烏、個々の利間者に適した方法で掛共されi5必要があるこ  

と㊧理解するっそのためには、排泄状況の観察と自立支援の視点ての援助が大切？あることを理  

解する＝ また、プライバシーを守るなどの韓泄ケアの埋念を埋解するっ   

●更衣・等啓介助   

▼壁衣授助を見草する  

起床時、親藩時、入隊や排泄介助の場面を適レこ把捉援助を見学するジ洋学での細流を賽降の   

場面で確認し、補助的介助の段階で取り入れられるように準備する。衣服もこれまでの′1・三緒智餞  

や個性の穀現として多様であること針哩崩する．   

▲11脂ケア用具の使用方法習得  

笹たきりの利用者や、みずからl：1膣清潔常軌ちできない利用者へのr：1聴ケアにつt・て見学する。  

重た、用具を実際に使用してみる。  

・潟歯の滑津保持方法習得  

義歯の取り外し、滑津官職の実際を見学し、方法を習得す芯。   

●入浴の慧轟・方法  

・入甫の半一臓を見学し喝解する  

入浴は酒滞保持とともに感染予防に効果的であー）、心哩的にもくつろぎや快適をもたらサニと   

を哩解する。また、入浴iま健康状況を締証する機会でもあり、艶脊の早期発見、予防的対応に結  

びつくことを埋解する．  

【l  
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●更衣・整容介助  

・障害と綻衣凄幼鳥偲藩成風ほ  
・豊安くり介助み詔督  

舗i段階でザ′ミ．た口腔ケア、義歯の消常備特古来際に行うく 利間者の障害ヒリハビリの段階に冶  

▼二、た更衣1剰リノと黎髪の介助を字ぷ。寿賀一助陣驚から衣規の選択、伯帝、琶芳に混乱する利用省の  

配衣目立支援、まひ側へ♂ノ〉F軌憲、逆行性鞭柄t7）利昭者∴、‘′．〉揺動など多様な車天授助≠基本を、業  

際のブ「融のなかで指導－デるん また、訓締結殻における利同者17）私杓皆嘲ち法、私物汚れ物の椴t）  

扱い方法を理解する）   

●入浴の慧毛・方法  

・入浴ジノ単組を臭斉し、理解守る  

・棒嗣観察レン軍要件む知る  
・香絶職、介看護職の漣旗㌃ノ必要性を判る  

・水分網最の援助をする  
箪1段隋では見学レベルだったノ、浴の字源をつひとつ］■単に習得できるよう指導’する＝ 利用者  

の心身の状況により入沿方法が変化すること、、7フィバン一に配慮した浴室への選科、痩身億仙、  

打身で可能な行為を促す必要性を理解する′ さらには、転倒防止する環境づくりなども鋸屑する，  

また、入濡緩の水分補給の忠義を知り、実将に行うことで、入浴良耶真のバイクノト≠・エツク、皮  

獅等の仝対鼠撃と処常なと、肴護とノr汚の崇拝漣純正ノ実際を知る。  

●レクリエーション・集団リハ  

・補助的に参加する  
障苦や、利用者耳偏心に沿った‾≠l′7ク∴ラム¢ノ濁択を埋解1rる1指導者は訓完璧生r′捜喋や朽控を  

海将できるプ厄グうムを訓様生と亡羊〉にヤえ1；′．リ，1、ヒリ専門職が行う集団りハに参加し、神助  

す；，′ また、畑野鞋や外部儲朋、ボランデイアが行う倭蘭、生け花 許紫ヲ鋸メ≧、桝r〉紙教室なと  

に参加し、活動の祁肋をする：  

●記録  

・紀録ジ）読み方を郊る  

・施設レ）記録種類、保管方法を知る  

公的二て沓としての紀録のもつ粗大な点呼、彪11ミな保管頚椎を塊解し、坤門桐芹豆をゃぶ。また、  

訓練期間における利用者、ごグノコミワニケーン／ヨンを園り、み‘rも一ら記録して、その後、一利ユ判㈹  

計軋れ一Lイ等の記録を綻んでみる、、  

●訓練方法  
，指導者や先輩職艮の立会いり下‾P補助的に行うニヒと－≠る  

タr言葉グノ慕志こなる二jミ1こナーションを軍役する  

●移動・リハビリ  

・移動紳助悶其の阻主唱と横増方法み習得  
・磨い‾事、の燐冶、租河、行幼時注潜点を埋解する  

・拶軌介助における自立支捜せ切願する  
，片まひ利札葦の歩行介助芳恩宜牒欄  

腫絞出て乾いす恥動′「且りに入れるように、重い▼「J）構冶を放えるほか、′「肋時に起きやす－．、W  

杭を挙げ、ざ主意を僻すナ 隕糾ノ）1姻膵＝1捷位レつ冥1ビしている利明者などを遂げ、杓噂者等の職員  

が見守■5なかで♂）介助とし、徐々に対当ミをロ、けてい・く そうした列氏を消して、利巧】目的や、利  

用者の心算び）胚態によ1）車いすを；よじめとデる移動補助flj臭がi延ばれることを埋無下し．そのうえ  

で施設内で多く戚舛jされている移動補助用呉と、ノ「護職員として法曹すべき蒜庶を曜僻する．  

また、老妹施設のりハヒり妄ま訓顔賓招王冠仁ノも、j）‾7はなく、日常虻．活で行うり′、どりであるこ七  

も理解・「る．そ√ノため、T「汚職員としてみ拶戦所Ⅷノ（車い㌻、歩行）㌫しかたを指導しなければ  

ならないぐ僅学で学んだ移動す「助を其将に行えこように、訓疎生の速成度を見ながら、耕一）返し  

指導する。また、あらルる介助喝而て」ミュニケーションをとろことがいかに大事であろカ」を休  

戦できるよぅに配慮したい√，  

・賓介連番の移動と伝聞〆）リスク埋解  

「ヒヤリ・ハット記録」「事故紀軌 を且せ、移動時の転倒リスクと施設の串賦防止の取り組木  

を示す、拘束をしない介護る1実践していることと、そレ）慮轟針埋隠すむ  

●栄養と食事  

・利用者ごとみ食事形態を埋鰍㌻る  
・医師食事せんの愚妹を理解すろ  
・葉止東銀軍とその1哩由な知る   

■脱脂、■ド傭方法の習得  

・食詣の穐頼、自立支援を哩朋する  

綻口相】収の大切さ、賽濁させるための多くの試，なを触る 利昭者の心身の状ミ兄や月艮粟国窃で栄  

止される霧雨があることや医師飼主軒せんの解説′を空けたうえで、食堂でジ）配慮霧、下欄、お莱往＝ノ  

などに関与・しながら、糾用者ごとの食事形態を知るく，較隅後♯ミニは、訓練生ジ）習得状況に問題が  

ないと評仙のうえで、職員は訓辞先に扱薦の介助で撞垢‖J能な利用苦み食事を担当きせる（一息、ず  

風見括昭の下に行い、利用者のく－スに沿二．〉ているか、軍資て机用者を噂蚤した線的になってい  

るか、利間者は食事を解しめているかなど、振り藩き】しタ〉瞬間をもつ 

また、自力摂取を審易にする工夫（食器の租税、ニテーブルやいすの漣択等∴ 哀別環取状況記録  

滞の意味と記録方法も知る．  

●排泄  

・噂粟とプライバシーへノ）自己膚げ）阻斐性をアU壬  

1排准♂）蔓寧性を知り、間接軋 軽易な′「勒た一ギ）菜呈車重する  

・トイレ誘導、トイレてグ／粁世  

・揮泄用具押隠現と呪ぃ炊い－／‘浩ノ）習得  

プライバシーーと整恥心に配慮した芦かけと4萎的を翠ぷ（揺動時のカ・一一手ニ∴り使用∴排泄物や物  

品の持ら渾びでの工夫、毘気墳瑚、トイレ孟謁噂で7ノ声カ一けなとl。  

ぉむつ交換、協都滴拭（陰部洗浄）、ポータブルトヤレ、沫凝■便器、これらの準勝と接鴫牒芳  

てきる。  

また、掛泄物の使・tqとそレり怠帆 排泄状草色還己録簿J）唐崎と紀錬方iブてを知る。  
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l謹6．第3段階：介護老人保健施設介護技術3（第5～7遇）塵Ⅰ  

●時賦払  

lり5時間  

●到達目標  

・苛廠と自立支援の儀点で直接介護を確壊し、説明てきる  

●採贈  
リハビリやレクリエーショ／の意義合理解する  

，障有高齢春め日常燻ミ満自立度判定義輝を知る   

・謬知癌高齢者の日常生活自立度判定暴挙を知る  
・㌶知症ケアの慈本を知る  

・多職級協働で実施していることを知る  

・介護の総合性、開運性を知る  

●移動・リハビリ  

・軽度者への単独介助  

■生活リハビリの視点、能力の維持と拡大  

・屋外での帝劇介助、生活範囲拡大への介助  

拶兼介助肴安食、安栗に行えるようにリハヒリ専門職からの指導を改めて受ける。利桐老のわ  

を引き出しつつ、糠にかなった介助射することは、介譜隠の脛稲防l上ともなることを礫解する。  

車いす介助、歩行介助で度外に出る際には、屁外ほ賓内との究う温度、通路の按摩、厳追や－㌢憩外の  

事態もあり得るので、利用者の当日の健康状況を見産めるほか、劉闇性への事前の介葦技術相増  

な行うn 外出は鶴呉が同行するなどの諦かい配慮を行い、決して事故を起こさないようにするて．  

ふだんとは洩った塀鳩での活動では、那蹄生が冤づくことは多いはずであり、館噌者は訓練生が利  

用者を愚者ではなく生活者とレぐ乳用二め、老健施設のリハビリや役割を理解するよう指導デる。  

●栄絶と良事  

・軽度者への仏独介助  

・夜半滞規づくりと食欲  

・洪嗜を防ぐ  

・縛ろうの利用者と食寧  
高齢者に多い低栄養と脱水を知り、人間にと・ンて水分が重要であることを改めて科学的に埋解  

する手 そのうえで．脱水の有無¢）簡単な見方を知る。また、峨ド周牲な利用者み水分寝棺が容易  

になる丁未を知り、準備できるようにするとともiこ、健在者への介助が不安なくできるよう指導  

する．  

●排泄  

・排泄方法の選択  

・上手な声も・け方法  
・便秘、下痢等への対応  

1ポータプ7レt、イレ設置方法、清潔管哩  

・おむつ交換補助  

これまで準欄してきた排泄介助を横磯的に行うようにする：捕泄手段の選軋 声かけ、移動、  

偲酎への移乗、衣服の」こげ◆Fろし、排泄介助は多くの総合的な技能を鞄使しなけれはならない，．  

個々の利札訝を知ったうえで基本手技を応用した適切な排泄援助がてきるようにする。また、排  

iぴりi・助時に烏L j申杵宥の様子、排泄物の里、性状．排泄の難度等を磯野し、便秘、下痢等を含め  

串常サインに気づき、磯貝に伝えられるレ′ヘルをめぎす。そのうえで、排泄状況紀輝簿の紀7、か  

で写るようにする。  

おむつ二交換繍朗をしながら、単独介助に蹄える。  

●更衣・整容介助  

・軽度苗への狙独介助  

・重度許への介助紳助  

排泄、入浴等の多くの楊漸で田衣「「肋骨繰り返し娃験することで技能を建議させる〈 偶々の利   

用者の状態を知ー）、心身疲能や生活機能を高めるために効果的な介肋の方法を知る．  

●入浴の憲褒・方法  

・入浴準備  

・浴室案内から更衣介助  

1洗身介助  

・洗髪介助  

・酪械浴凍作方法  

この段階では柄も風連的な入浴介助を実際に行う。機械浴¢）操f平方法を完全に習得てきi；よう  

指導するが、実将に訓練生が行うときには必ず隠艮が立ち会い、邸敬を届こさないように配慮す  

ること。シャワーから熱演が出ていないか、利用者昔ノ姿歩きほ安定しているか、水位は適切か、床   

が転びやサくなっていないかなど四方八方与：目配り、気配りしている先輩職歴から学ぷ。また、  

入浴を拒彗する利用者への塵解、声かけ、介助方igさも考える。  

●レクリエーション・集団リハ  

・口腔体操、各棟体操の未済  
・平作登、活性化プログラム参加コミ．・・，ニケーション  

・多様な1写法でのコミコ．ニケーション  

認知症の利鞘者を中心ヒするアログラムに参加するシ聴覚平喜語、祝兇に搾竃を罰すろ利周章  
とのコミニ～∴ニシーーションを学び、実際に行う．，  

失語症について学び、コミュニケーションをとる。   

●記録  

・紀録の槻荊と利用ち‘法を知る  

カルテだけでなく、リハビリ実施計画蕃などさまざまな記録に日を通す機会をもつく 終車葦折   

童の自立度判定萎準と認知症高齢者の自立度判定基準を知1）、英際の利用者の判定姑累を確認す  

る。  

●訓練方透  

・指導者や先輩職員の指導の下で単独介助も含めて行う  

・確魯、違乳 用談を磯掛ノて指導し、東独介助でのリスクを回避する  

一■  
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●排泄  

・軽度者への排泄介助を単独でできる  
・共瑳等に的確に文∫l応できる  

・利用者の気持ちに心を配り、尊厳を守る対応を学ぶ  

軽度者への介助を単独で行うことが多くなる｝排泄はデリケートな宵みてあ！）、利用者∩気侍  

らに■L・を配った対応ができているか、尊廟を守宣緊幌になっているか、指導者は訓練′上が法事的  

な嘩念を実際の／「推場面で実践できるように見守り、指導する。特に、矢数＼の対応が的碑にな  

されろように、留意するこ⊂．   

●更衣・整啓介助  

・軽度▼霹へのだ衣捜劇沌牒用でできる  
中産度音の更衣ら捜勒を璧けながら汚うり刊周者が－ザ方′三，衣賜等を的併に選択てきるように  

援助－i’る‘自己決定はそらj）ような生活¢′）甜卜縄にぶいて保降されなけれほな三＞ない、  

●入浴の恩義・方法  

・1、丁高時に起き語る事故を知りLrlり程㌻・ニたやグノ尉漕点そ乍11る  

・背後師の処置条務を見学する  
・入浴時ノン観翠、気つきんり天明さを知る  

・入浴に関するケアを行う  
冶培としての7、宕の州血をちつ折癖へノ）1、？省略の下J応与′知る㌧ また、歩行ナ」射招けることにつ  

なんiろこと主ノある■フットケア′を実施するっ  

●レクリエーション・集団リハ  

・リー－で一 々務l、うてみろ  

・利用者に必謝なフセノラム漆脇瀾ほ濁する  
補助的に参ノ旭した訓神主が自信．つもてるプログラムを選択するっ ちちろん、利用座■に肇拡を招  

くようなプLトブうムてあってはならない。選汎 準備、実施、紡ミり返りノ）デべてノ）段階に指牒眉  

は関与し、結果が訓練生の成諷層腐上しで巨＝富につながるよう尊くこ また、新しいプ†Jタラムんつ  

正面立案が利用者のこ－ズに含・つたものかどうか、また美行可能なもこr）か、訓紳′1：の脾寒か多く  

ノ）横転こともに検討され、修正され、豊かな内；寺，二組りとげろ課程を綻敬するここで、職員韓団  

∂．）よさを礫醒「rるり  

●記設  

・公文番としての記録上）膏峠を珊る  

・レヤり・ハ：ソト記録苛■を躇み、関強要頗去に参†甘≠’ろ  

紀錬の保存qミ餌、焼栗時の桂漕煮せ知ろ 多くノ）記録を溌む機会を得こ・ことで∴ 手折鋸㌢苧確誤  

の胤ノ＼情報蚤・知ることにな宕．ノ訓練チi■．に㍑、訓練新聞だけでなく終■r筏も′千路養薄行－あることを  

撤嘩ヲ‾るJ  

●訓練方法   

・多職種の業務に敵わる機会をつくる  
・委員会なとに穿加させる  
・リーダーとメンバーのそかそれ上）嘉墳を潅訳させノ5  

l尋7，築4段階：介護老人保健施設介護技術4（崇8～10過）頓l  

●時間敬  

105時間  

●到達白襟  

・認知症の利同者を儀解する  

・掛挺的な直接介護技術の軌等  

・市郎者と奨、副作用、服用方法、良串この間僻を雲【ほ  

●課題  

・認知症の利用露へのリノ、ビリを知る  

・音楽婿法、回想法、γニマルセラヒーなど老練沌設てのアログラムに季肝㌻る  

・カンファレンスに参加ける  

、カルテなごを読む  

■情報収集めち法を知る  

㌧パイク′レサインの者妹を埋射し，測定ほ細を享ぷ  

介音標音の腰痛を予防‾㌢るイ「綾′をヤぷ  

基礎的な凪接介護技繍戊牒増し、電蓄させる段階てある．）また、指導者は訓練生を新明利潤麿  
の入所時の、吋施1こ同席させるなどして、支援相談負¢）記録、穣討去試での検討内＃こノ、、所咽れ刊  

用者とその家族への対応を指導ナる〔、帽粗服第¢′7さ’法、傾聴することシ倍額阿係る・結ぶにあたり  

いかに大挙てあるか、利鞘呂■を■いL・てこ組成的に業務え二組み立てら′れているここ、報莞、i空路、相  

談外心婁偉を字ぷご また、バイタル汁インれ潮音技欄滝欄潤するここやカンプ′レンスヘぴノ参加  

が新たに訓練計曲に7、ヱ，。  

●移動・リハビリ  

トランスファーレ㌧柁締C二〉習得  

・単独介助可能なⅢ羽音を増やす  

・意訳を呼び起こす声かけを試みる  

トランスワァー了）技摘を使用する斤邁周鵬…ま多い 程度番お・ら今度は中等度嬰骨髄眉甘け用い  

寒漬す‘5段落であり、一けまり、骨折、立位がとれない1判紺青か一≠箋まれる‘、リハビリを稚かるばか  

りてなく、他者に心を閉ぎし、鬼ザえ・ら堰たきり生活を送f）廃同性の機能低下を描く利用者には  

どの土うに市かけし、向き育三＿ばよいわだろうか ′h渚リノ、どりと∴片言業師つ弓弦剖を具体的に難  

解する▲，  

●栄贅と食事  

・せかせず、あわてザ、楽しい食事をめざす  

・むせ込みのある利用者への唇音だを瑚偏する  

装いl食事のための工夫を知る。複式軒ほ▼糾う寄食、烏鷺の牢固′気づlくり、野外での食事会㌻／  

か蘭、噌好調査などを知る．′ 刊用新一▲人ひとりの唄噂九 峨ドカに応じた食事提供があること、  

摂取を助け売ら食形態やとろみのつけ方を知る、むせ‡ムみのぁる利昭霜への食事イ一助卓）行うことに  

なるので、指導者は訓練生かそのここに関する留意点を埋解しているかを確認する）また、現場  

での見守モ′指蝉を魁ることなく一 少しても危棒かあれば介助を中止させることぐ訓練生（′）到達状  

況を見ながら、決して絹甥をしないこと、  

51   50  




